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平成２９年度第１回三沢市総合教育会議 

 

１開催日時 平成３０年２月２６日（月）１３:３０～１４:２０ 

２開催場所 三沢市役所大会議室 

３出席者 

⑴  市 長        種市 一正 

⑵  教 育 長        冨田  敦 

⑶ 教育委員 

教育委員        宮野 楠見 

    教育委員        相沢 靖恵 

    教育委員        立花 肇 

    教育委員        黒沢 のぞみ 

 

４事務局 

 ⑴ 総務部 

    総務部長        小泉 富男 

    参事兼総務課長     佐々木 亮 

    副参事兼課長補佐    田中 浩 

 

 ⑵ 教育委員会事務局 

    教育部長        山本 智香子 

    教育総務課長      吉田 喜美夫 

    教育総務課長補佐    種市 剛大 

    学校教育課長      米内山 誠毅 

 

５会議次第 

 ⑴ 開会 

 ⑵ 市長挨拶 

 ⑶ 議事 

⑴ 「三沢市教育大綱」の改定について 

⑵ 「三沢市いじめ防止基本方針」の改定について 

 

 

 

６会議の概要 
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 【小泉総務部長】  

皆様こんにちは、本日の司会を務めます総務部長の小泉です。よろしくお願いい 

たします。 

時間前ではありますが、ただいまから、平成２９年度第 1回三沢市総合教育会議 

を開会いたします。 

本日の会議は、お手元の次第に沿って、進めさせていただきますので、よろしく 

お願いします。 

はじめに、種市市長よりごあいさつ申し上げます。 

 

【種市市長挨拶】 

改めまして、こんにちは。本日は、冬の寒さが未だ残る中、第１回三沢市総合教

育会議にご出席を賜りまして、誠にありがとうございます。 

また、平素より市政各般にわたり、格別のご高配を賜り、衷心より厚く御礼申し 

上げます。 

さて、ご承知のとおり、地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正され、 

平成２７年４月から全国すべての自治体で「新教育委員会制度」がスタートしたわ 

けであります。 

 当市におきましても「三沢市総合教育会議」を設置し、本年度で３年目を迎えた 

ところであります。 

この新制度は、申し上げるまでもなく、行政と教育委員会が一体となって教育施 

策を進める体制を構築することにより、幼児教育と保育の一体的な推進や大学と高

校との連携、さらには教育行政と福祉、雇用、地域振興など、他の分野の行政との

連携が、これまで以上に必要となってきているものと思っております。 

委員の皆様には、当市の教育委員を務めていただき、大変お世話になっておりま 

すが、教育委員会制度が変わったことや、変わりゆく時代の流れに沿いながら当市

の教育委員会、そして教育行政が一体となり、未来を担う「子どもたち」のために、

今後もご尽力をいただければ幸いに存じます。 

昨年１２月の三沢市議会第４回定例会におきまして、当市も新教育委員会制度に 

基づく教育長と教育委員長を一本化した教育長として、冨田教育長を選任いたしま

した。新たな教育委員会改革のポイントとして、今後も教育委員の皆様とともに、

当市の教育行政の充実を図って参りたいと考えておりますので、引き続きご支援と

ご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

本日の案件につきましては、「三沢市教育大綱」の改定及び、「三沢市いじめ防止 

基本方針」の改定の、２つの案件について、担当課から説明させますので、委員の

皆様には、忌憚のないご意見いただき、活発な意見交換の場となりますよう、お願
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い申し上げまして、開会に当たっての挨拶とさせていただきます。 

 

【小泉総務部長】 

ありがとうございました。 

それでは、議事に移ります。 

本日の案件は、本日の案件は２件となっております。 

それでは、三沢市総合教育会議設置要綱第４条第３項の規定に基づき、会議の議 

長は市長が務めることになっておりますので、議事進行につきまして、種市市長、 

よろしくお願いします。 

  

【種市市長】  

それでは、しばらくの間、議長を務めて参りますので、委員の皆様方のご協力を

よろしくお願いします。 

それでは、さっそく、議事に入りたいと思います。 

本日の案件は２件となっております。 

それでは、まず、案件１つ目の「三沢市教育大綱」の改定について、を議題とい

たします。 

事務局からの説明をお願いします。 

 

 【佐々木総務課長】 

   総務課の佐々木と申します。よろしくお願いします。私の方からは、三沢市教育 

大綱の改定について、説明させていただきます。資料の１－１の概要版、資料の１ 

－２の改定版の、２つの資料を基に説明させていただきます。 

 ます、改定の理由でございますが、平成２７年４月１日、地方教育行政の組織及  

び運営に関する法律の改正に伴いまして、同法第１条の３第１項規定によりまして、

地方公共団体の長は、教育基本法第１７条第１項に規定する基本的な方針、国の第

２期教育進行基本計画を参酌したうえで、その地域の実情に応じ、当該地方公共団

体の教育、学術及び文化振興に関する総合的な施策の大綱を定めることとされまし

た。三沢市では、平成２７年に、三沢市総合教育会議を設置し当市の教育目標であ

る三沢市教育大綱を策定し、三沢市総合振興計画の基本理念であります、人とまち、

みんなで創る、国際文化都市の実現に向けての教育目標としまして大綱を掲げて取

り組んできたところであります。しかしながら、その総合振興計画が平成３０年３

月をもちまして計画期間が終了することとなりましたことから次期総合計画ので

あります、第２次三沢市総合振興計画を新たな位置づけとするために改定するもの

であります。 

主な改定について、ご説明させていただきます。 
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   改訂版を、ご参照いただきながら説明したいと思います。 

   まず一つ目です。策定の考え方を明確に表示いたしました。三沢のこどもたちの

未来をみんなで創るためにとする基本的な考え方を明記させていただきました。 

   次に二つ目としまして、教育大綱策定の背景と趣旨について本文中に明記させて

いただきました。これは改定前の大綱にはなかったところでございます。 

   三番目としまして、教育大綱の位置づけの変更ということで、三沢市総合振興計

画の計画期間が終了となりますことから次期総合計画であります、第二次三沢市総

合振興計画の基本理念、未来へつなぐ、心安らぐ、国際文化都市を新たに位置づけ

とするものであります。四番目といたしまして、教育大綱の期間及び教育大綱に基

づく施策の実施でございます。第二次三沢市総合振興計画、前期基本計画の期間で

ある平成３０年度から３４年度までの５年間、計画期間を変更するとともに第二次

三沢市総合振興計画に掲げる基本理念、未来へつなぐ、心安らぐ、国際文化都市へ

文言を変更するものでございます。その他といたしまして、前三沢市の教育大綱で

あります三つの柱、一、確かな学力の育、ニ、豊かな心の育成、三、健康で活力の

ある体の育成という、三つの柱は今回も継続していくものであります。改正の理由

及び改正点の説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

 

 【種市市長】 

   はい、説明が終わりましたので、皆様からのご意見を伺いたいと思います。 

   無いようですので、三沢市教育大綱については、了承ということとさせていただ

きます。 

   次に、案件の二つ目、三沢市いじめ防止基本方針の改定についてを、議題といた

します。事務局からの説明をお願いします。 

 

 【教育部長】 

   それでは、案件の２、三沢市いじめ防止基本方針の改定について付きまして、資

料２－１、要約版で説明をさせていただきます。資料２－２三沢市いじめ防止基本

方針の原案は後ほどご覧ください。よろしくお願いいたします。 

   まずは、改定の趣旨でございますが、全国的ないじめが背景とみられる子どもの

自殺等の発生を受け、平成２５年に「いじめ防止対策推進法」が施行され、その趣

旨にしたがって、平成２７年３月に「三沢市いじめ防止基本方針」を策定いたしま

した。 

   しかしながら、国の「いじめ防止対策推進法」によりますと、その附則において、

いじめ防止等の対策については、この法律の施行後３年を目途として必要があると

きは、必要な措置を講ずるとされているところでございます。 

   それによりまして、昨年３月に国の「いじめ防止基本方針」が見直されるととも
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に、いじめ重大事態が発生した際の調査に関する「ガイドライン」も出されました。    

また、県も昨年１１月に「青森県いじめ防止基本方針」を改定しております。 

   こうした状況を受けまして、三沢市においても、いじめ防止等のための対策を一

層推進するため、平成２７年３月に策定しておりました「三沢市いじめ防止基本方

針」を、今回改定することとしたところでございます。  

   次に改定の方向性でございますが、今回の改訂におきましては、国や県のいじめ

防止基本方針を参酌するとともに、平成３０年１月２５日に開催された「三沢市い

じめ防止対策審議会」におきまして、弁護士や臨床心理士、スクールソーシャルワ

ーカーなど、専門的な知識及び経験を有する第三者である皆様方からの意見を伺い、

それを取り入れて改定案を策定いたしました。 

その後、平成３０年１月３０日、教育委員会定例会等で審議いただき、承認され

たものを、資料の２－１では、そこの部分では昇任される予定となっておりますが

すでに１月３０日に教育委員会定例会を開催いたしまして承認をいただいており

ますので、その部分につきましては、予定であるを訂正させていただきたいと存じ

ます。その承認されたのもを、今後さらに関係各課、副市長、市長の承認をいただ

いて完成という方向で考えております。 

この計画につきましてはできるだけ、平成２９年度中に、今年３月の下旬には、

市内各小中学校及び、関係各課、関係機関等に周知できればと考えているところで

ございます。 

   なお、市の基本方針が改訂されますと、各学校では、学校ごとのいじめ防止基本

方針の策定に取り掛かることになっております。 

 続きまして、主な変更・追加点については、学校教育課、米内山から説明させて

いただきます。 

 

【米内山学校教育課長】 

 学校教育課の米内山でございます。それでは早速、主な変更・追加点について説

明させていただきます。 

   説明資料２（１）いじめの定義が変更になりました。 

改定後は、けんかもいじめが背景にあるのではないかと、しっかり調査すること

となりました。また、軽微な事案はいじめという言葉を使わないで指導するなど、

柔軟性を持たせることとなりました。 

   次に、（２）三沢市が実施すべき取組（追加）でございます。  

   ア 県から派遣されたスクール・カウンセラーの活用やスクールソーシャルワー

カーの派遣等に取り組むとともに、児童生徒・保護者に広く周知することが追加で

ございます。 

   三沢市では、これまでも青森県から派遣されたスクール・カウンセラーを１０校



6 

 

で活用しております。また、三沢市独自でスクールソーシャルワーカーを１名配置

しているところですが、国、県の基本方針の改定を受け、今後も充実に努めること

について明文化した物です。次に、 

   イ インターネットを通じて行われるいじめに適切に対応するための体制整備

をさらに推進する、が追加でございます。これは改定前の基本方針にすでに入って

いますが、「さらに」が強調されました。 

   三沢市では、すでに各小・中学校にパソコン等の設備を整えております。小・中

学校での情報モラル教育を推進するためにも、今後もハード面での充実について継

続的な取り組みをお願いいたします。 

   次に、三沢市教育委員会が実施すべき取組での追加です。  

   ア 学校における定期的なアンケートを実施し、個人面談の取組状況を把握する。 

   イ スクール・カウンセラーの活用、スクールソーシャルワーカーの派遣、関係

機関との連携等の体制整備をする、が追加となります。 

   三沢市では、すでに各小・中学校において「いじめ防止対策の計画書」を作成し、

計画訪問で説明することとなっております。また、月毎に「いじめについての調査

回答用紙」を提出し、いじめの有無と学校の対応を把握しております。 

   関係機関との連携については、児童生徒のいじめ防止に関係する機関及び団体と

の迅速な連携を図るため、「三沢市豊かな心を育てる生徒指導研究推進協議会」を

活用しております。 

   次に（４）三沢市内小・中学校が実施すべき取組です。これもほとんどが追加で

ございます。 

   ア いじめ防止対策のための包括的な指導内容を含めた「学校いじめ防止プログ

ラム」を策定する。 

   イ いじめの適切な対処等のあり方について「早期発見・事案対処のマニュアル」

を定める。 

   ウ 「学校いじめ防止基本方針」に基づく取組の実施状況を学校評価に位置付け

る。また、教員評価においても取組を評価する。 

   エ 児童生徒、保護者及び関係機関が、「学校いじめ防止基本方針」の内容を容

易に確認できるような措置を講ずるとともに、必ず年度初めに説明する。 

   これらが追加、明記されました。 

   次に（５）いじめ解消の定義が追加になりました。 

   いじめの解消は「いじめに係る行為が３か月以上、止んでいること」「いじめを

受けた児童生徒が心身の苦痛を感じていないこと」の２つの要件を満たしてはじめ

て解消したということになります。 

   続いて（６）家庭・地域及び関係機関等における取組の必要性でございます。 

   地域においては、子どもを温かく見守る環境づくりを進め、子どもの孤立感の解
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消や明るく前向きに未来へ進んで行く気持ちの醸成を図ることが追加となってお

ります。 

   最後に（７）重大事態への対処についても追加がありました。 

   ア いじめの重大事態については、「三沢市いじめ防止基本方針」及び「いじめ

の重大事態の調査に関するガイドライン（平成２９年３月文部科学省）」が文部科

学省より出されております。これらにより、適切に対応するといたしました。 

また、イ 児童生徒又は保護者からの申立ては、学校が把握していない極めて重

要な情報がある可能性があることから、調査しないまま、いじめの重大事態ではな

いと断言しない。という言葉が付け加えられております。 

   以上をもちまして、「三沢市いじめ防止基本方針の改定について」の説明を終わ

ります。 

 

【種市市長】 

  このいじめ防止基本方針の改定については、委員会の方で十分議論されたもので

ありますが、しかし、何かご意見があれば、ざっくばらんにどうぞ。 

 

【宮野委員】 

委員会の方でも話ししましたが、子供たちの命にかかわるものですので、国の方

針に基づいて三沢市でもこのような方針を定めるのはやむを得ないと思っており

ますが、先生方の負担がこれによって多くなるのではないかなと危惧されるところ

であります。それと共に、子供たちは、じゃれ合ったり色々なことをしながら成長

していくと思いますので、子供たちにあまりプレッシャーのようなものがかかって

委縮しないように、ある意味のびのびと育って欲しいなと思っております。それか

ら、万が一、いじめというようなことがあったりしても、負けないような強い心を

育てて欲しいなと、そういうことをお願いしたところであります。 

 

【学校教育課長】 

今の事につきまして、教育委員会定例会でもお答えさせていただいた通りであり

ますけれども、教員の職務多忙になるのではないかということについては、資料２

－２の１２項のところに書かれてあるのですが、「日頃から連携を密に協力を得な

がら」と、下から６行目のところですが、学校においていじめ防止の取り組みをす

るときに、家庭、地域、関係機関と日頃から密に協力を得ながらということで、こ

れは、いじめ協議会の方から要望がございましてこれを加えてございます。保護者

とか、地域の方からの連携を得ながらということで、できるだけ先生の負担を解消

できるように取り組んで参りたいと考えております。また、先程説明させていただ

いた資料２－１の（６）のところにも、家庭、地域、関係機関等における取組の必
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要性ということで、学校だけでなく、地域においても子供を温かく見守る環境づく

りを進め、子供の孤立感の解消や明るく前向きに未来に進んでいく気持ちの醸成を

図るということで、家庭、地域のご協力を得ながら進めて行きたいと考えておりま

す。 

続きまして、子供同士がいじめのことをあまりにも指導があると、のびのびとし

た生活を過ごせなくなるのではないかということについてですけれども、子供たち

が遊びの中で人間関係を築きながら成長していくということについてはそのとお

りでございます。そこの部分については、資料２－２の２、３項にあるように、教

員の指導に寄らずして良好な関係を再び築くようなことができた場合等において

は、学校ではいじめという言葉は使わずに指導するなど柔軟な対応による対処も可

能であるとしております。いじめ等いう言葉を使うと非常に強い言葉になるわけで

すが、ふざける中でも相手が嫌がるようなことはしちゃいけないんだよと言うよう

に、いじめという言葉を使わずにその中で子供たちの人間関係をうまくやっていけ

るような指導をしていくことが可能であるということになります。追う言う場合で

も、学校内において先生方の間ではいじめ対策の組織できちんと情報交換をして大

きないじめに繋がらないよう対応していくということになっております。以上です。 

 

【市長】 

ということで、他に有りませんか。 

 

【教育長】 

  私の方から感想的なことになるかもしれませんが、定例委員会や審議会の時に話

題にさせていただきましたけれども、国、県又は当市の方の改定に係わっては、要

約の資料２－１の方を見ればわかるかと思いますけれども、追加の部分というのが

多くなっています。それは、実は、いじめの受け止め方が徐々に整理はされて来て

いるんですけれども、いじめと聞いても自身の経験や生い立ち等によって、実は捉

え方にばらつき感があったのです。追加になって定義とかが細かくなって来ている

のですけれども、共通の土俵がある程度固められてきて、その上で、話し合いや対

応ができるように、或いはしていくと捉えています。少し整理されてきているとい

うところです。 

 もう一つは、これを受けまして、教育委員会の方としては、子供たちが日常の中

で人との関わり方というのを学んでいくことを大事にしていきたいと思っていま

す。学校教育課長も話をいたしましたけれども、具体的に言えば、いじめに係わっ

ては、私は、上手に謝れる、上手に許すことができる。正直に申しますと、一般的

に子供たちがだんだん上手に謝れる、上手に許すことが下手になって来ている部分

があるのかなと思っていますので、そこをこれから学校教育で大事にしていきたい
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と思っております。もちろん、家庭でのご協力をいただきながらです。 

もう一つは、そういういじめについて厳しい状況になる前に子供たちには、助け

てという自分の気持ちを、ＳＯＳを出せることもこれから大事にしていかなければ

と考えています。まとめて言えば、ソーシャルスキルを高めていかなければと思っ

ております。社会的に繫がる、言葉とか態度を大事にしていきたいと考えておりま

す。 

 

 

【議事終了後の発言】 

 

【市長】 

その他ありますか。 

色々議論されたことでありますから、色々な話の中で反映されていければと思い

ます。 

案件の２についても原案のとおりでよろしいですか。 

（「なし。」と声あり） 

  そのように決定をさせていただきます。有難うございました。 

 以上で議事の方はお終わりますが、その他に何かあればお願いします。 

 

【立花委員】 

委員会の中で色々話があって、校長会の方からも、三沢市は支援員が非常に多く

配置されている。学校としては、実は、まだ、いくらいても多いということは無い

と校長先生方の意見がありました。ある校長先生は、それは先生の為でもあるんで

すよと。第三者が教室の中にいることによって、そういう手があれば先生方も一生

懸命出来るという話がありましたので、その辺の増員に関しては十分配慮していた

だければ助かると感じておりますのでよろしくお願いします。 

 

【総務課長】 

  支援員につきましては、教育委員会とも相談しながら随時募集、試験の方をして

採用しておりましたので、今後もこれまで通りやって参りたいと考えております。 

 

【黒沢委員】 

総合計画審議委員の中でも、みんなが学べる街をつくるというテーマが上げられ

ました。子供は国にとってももちろん三沢市にとっても宝物であります。生れ出て

来た子供たちが、その子供たちの育つ環境、例えば、家庭環境や発達などの状況に

よる個々の環境によって差別なく同様の機会を得られることができるように常に
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務めるべきではないかなぁと思います。三沢市には、特別支援学校は設置されてお

りません。三沢市で生まれた子供たちが義務教育からこのまちを離れて、バスや保

護者の通学によって遠い学校に通わなければならない現状もございます。ですから、

みんなが学べるまちをつくるというところまでは、まだ発展途上の状況にあるので

はないかなと。でも、このテーマを掲げたことによってそう言った芽も広がるので

はないかなと思い、私としては、今後、大変期待をしているところであります。三

沢市の教育が常に子供たちのためにあるということを捉え続けられる教育であっ

て欲しいと願っております。 

 

【市長】 

貴重なご意見有難うございました。しっかりと受け止めて参ります。 

 

【相沢委員】 

この度、三沢市教育大綱の策定の考え方を明示ということで、この文章の中にも

あります豊かな人生を送れるよう、社会発展に寄与できる人づくりとあります。子

供に限らずみんなそうだと思いますが、自分の存在価値を感じられる時にやはり幸

せを感じるのかなぁと思います。誰もが幸せに住み続けたいに繋がると思いますし、

まずこれを実現できるように、先程支援員という話もありましたけれども、子供も

一人一人個性がありますので、それが最近本当に幅広いなと感じていますので、そ

ういう支援は、支援員に関わらず色々な体験、質の高い教育もそうですし、経験を

するとか周りの人の対応も様々なので、そういうところに手厚く目をかけて支援を

していただける体制になっていただけたらと思います。期待しています。よろしく

お願いします。 

 

【宮野委員】 

１２月２０日をもって委員長を降りまして、長が取れるのがこんなに楽なのかな

と。委員長と一緒になった教育長ということで冨田教育長には重圧がかかっている

のかなと思いますが、三沢の教育のことを一緒にやっていければなと思っておりま

すし、冨田教育長は今まで義務教育の方、また、上北教育事務所の次長もやってら

っしゃいましたし、教育の事はもちろんですが、先生方の人的なこともやってこら

れたので、適材というか立派な方になっていただいたなと、市長には感謝いたして

おります。 

先ほど支援員とか話が出ましたが、近隣の市町村の委員長、教育長と話をしても、

三沢は教育に手厚くお金を出していただいているという意見を聞いております。私

もそれを実感しておりますし、その点も含めて市長には感謝しておりますが、今後

また色々とお願いをすることが多いと思いますが、よろしくお願いします。 
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【冨田教育長】 

  最後に、感想的なことになるかと思いますけれども、実は、学校にいるときにこ

の教育大綱なるものを恥ずかしい話ですが拝見する機会が無くて、自分で勉強不足

だったなと思っております。これを拝見いたしまして、学校教育を非常に大事にし

ていただいているなと大綱から見て取れます。教育委員会といたしましては、この

大綱を中核にしながら、現在の子供たちはもちろんですが、社会全体に不足してい

る先ほども申し上げましたけれども、人と係わる力の育成というものを基盤に据え

て、幼保小中高の縦の接続の部分、小学校から中学校に、幼稚園、保育園から小学

校に来て、中々うまくつながることができない子供たちが正直に言えばいます。良

く中一ギャップとかいう言葉もあるんですけれども、逆にそこのところを教育委員

会の方では、学校教育課長の指導の下、中一ギャップではなく、中一チャンスに変

えて行こうと、積極的な背策を求められているところであります。一方、学校、家

庭、地域、行政の横の連携というのも大事にしていきたいなと思っております。繰

り返しますが、幼保小中高の縦の接続の部分と学校、家庭、地域、行政の横の連携

を大事にして背策を進めて行きたいと考えております。市長さんをはじめ関係部長

さん達には色々とお願いやアドバイス等ご支援をいただくことがたくさんあると

思いますが、引き続きよろしく願いしたいと思っております。 

 

【市長】 

 たくさんの貴重な意見ありがとうございます。 

  委員の皆様には、引き続きご尽力を賜りますようお願いを申し上げます。 

 以上で私の役目はおわりですが、本当にありがとうございました。 

 

【小泉総務部長】 

   以上をもちまして、平成２９年度第１回三沢市総合教育会議を閉会いたします。 

   本日は、誠のありがとうございました。 

 


